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 4 月 25 日（土）に本年度初めての、参観日がありました。多くの保護者のみなさんに参加をしてい

ただきありがとうございました。今回は年度初めと言うことで担任の授業（1 組：数学、2 組：国語、

3 組：英語、4組：美術）を見ていただきました。子どもたちも少し緊張気味でしたが、一生懸命学習

に取り組んでいる姿を見ていただけたのではないでしょうか。 

 また、学年・学級ＰＴＡ懇談にも多くの保護者のみなさんに参加をし

ていただきました。学年・学級ＰＴＡ懇談では、修学旅行での様子と進

路についての話をさせていただきました。 

 平成 28 年度入学生のための入試日程

はまだ公表となっていませんので、公表

されましたら連絡をさせてもらえたらと

思います。昨年度と大きく変更は無いと思っております。 

 進路を実現させていくために次のキーワードについて話をしました。 

①子どもと会話②我慢③情報④家庭学習⑤義務教育修了。以上 5点で、

話の概要は次のとおりです。 

①については、進路決定に向けて子どもとしっかりと話をしてください

と言うことです。できたら、この連休中に話をしてみてください。②に

ついては、メディアとのつきあい方をもう一度確認をしてくださいと言

うことです。これまでと同じように際限なく利用するのではなく少し厳

しめのルールを決めて生活を送れるようにしてください。③は子どもと話をするために進路に関して正

しく新しい情報を持っておくことが大切です。保護者のみなさんもアンテナを高くして情報収集をして

ください。④は、進路を実現するためには家庭学習の充実が大切です。

与えられる学習では力はつきません。自ら進んで学習に取り組むことで

力はつきます。また、学習のサイクルを自分で予習→授業で復習→帰っ

て自分で復習とできると更に力がつきます。最後に⑤は、中学校を卒業

すると社会的には社会人のステージとなります。自由な部分が多くなる

と共に責任も大きくなります。無理はいけませんが、ちょっとした理由

での欠席が多くなっています。頭痛、腹痛、体がだるい、大事をとってもう一日、などです。今後は欠

席や遅刻で単位が取れなくなってしまうことがあります。今、がんばれる力をつけていくことが必要だ

と思いますので、家から「がんばれ」と押し出していただければという話をしました。 

 3 年生１０５名全員の進路を決定・実現させたいと思っていますので、お願いばかりで申し訳ありま

せんがよろしくお願いします。 

 終わりに、進路に関して不明な点等がありましたら、担任または、学年主任までご連絡ください。 


